
こんにちは! この度は、このような機会を頂きまして、誠にありがとうござい
ます。
また、多くの先輩方を前にし、このような高いところから話をさせて頂きますこ
と、切にご容赦願います。
さて、本日のテーマは「高齢化社会と自治会活動のあり方について」ということ
で青木平区の活動を事例を紹介させて頂き、さらに行政との連携について私なり
の考えを述べさせて頂きます。

まず、本題に入る前に、少し時間を頂き自己紹介をさせて頂きます。
改めまして、青木平区の区⾧を務めております『武井』と申します。
今年で区⾧3年目となります。
区⾧1年間は、右も左も分からず年間の行事をこなす事で精一杯でした。
2年目になりましてようやく落ち着き『何をすべきか?』を考えるようになり青
木平の将来について見つめてみました。
そして、青木平が将来どのようになるのかを具体的な数字として表してみようと
試みました。
本日は、その結果をみなさんの前に披露することとなります。

では、早速、発表に移らせて頂きます。
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いまや日本国中『高齢化と人口減少』が進行しています。 このことは既にみな
さんご存じの通りです。

そして、このことは新聞、テレビで取り上げられ、将来、減少する労働力の確保
についてどのようにするのかなど、学者を含めて議論されているところです。
では、富士宮市をはじめ、いま住んでいるわたし達の地域がどのようになるので
しょうか?

年寄りが増え、人口も減るだろう? また、空き家も増えるかもしれない?
自治会の運営はどうなるのだろう? と、みなさんは漠然とは感じていることと
思います。

そこで、具体的にどのようになるのかを数字で表しイメージして見ることとしま
した。

まずはじめに、富士宮市の将来について調べてみました。
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平成27年（2015年） 今から3年前に発行された富士宮市の広報誌です。

将来目指すべき富士宮市の方向性が示されています。
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このグラフは、富士宮市の人口構成図です。2015年の人口構成図で3年前の状
況を表しています。
富士宮市が発行した「富士宮市人口ビジョン」の冊子から引用いたしました

この資料では、2010年から2060年の50年間の富士宮市の人口減少を予測して
います。

この予測では135,764人の人口が50年後には、86,447人となり、推計減少率は
３６％にも達します。50年間で約50,000人もの人口が減少してしまう可能性を
含んでいることを示しています。

この、5万人という人の数は、国政調査の平成27年10月1日現在のデータで、富
士宮市における仕事に就いている人の総数（55,000人）に匹敵します。

つまり、50年後は、今の労働力の大半が失われるかもしれないことを示してい
るのです。
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「50年後では、あまりにも遠すぎて実感できない」と感じている方も多いかと
思います。
では、20年後はどうなるのでしょうか? わたしは現在67歳ですので、20年後
は、生きていれば87歳になっています。

このグラフを見てください。 どうですか? 何かおかしいでしょう?
そうです。このグラフは単純に今の年齢に20歳加えたグラフです。こんなグラ
フはあり得ませんね。
そして、50年後の人口減少は約50,000人と予測され、この数字から20年後を人
数を単純に割り出すと19,727人と約20,000人の減少となります。
これではあまりにも単純過ぎますよね!

さらに、人口減少とは別に20年後には富士宮市内の労働人口の減少が確実に起
こることがこのグラフから見て取ることができます。
定年を迎え離職する人が増加し、働き手の減少で深刻な求人難が発生するかもし
れません。市内の中小企業の経営に大きな影響を与えかねません。

では、どうしたら20年後の状態を根拠をもって予測できるのでしょうか?
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そこで、20年後を予測するために厚生労働省が発表している「第22回完全生命
表（2017年公表）」を利用してみました。
このデータは、５年毎の国勢調査のデータを元に作成されています。

このデータを利用し、今から20年間⾧生きできる確率を求めると、このような
グラフになります。
男女差がだいぶあるのが判ると思います。やはり、女性の方が⾧生きできるので
すね。

また、男性は50歳を超えたあたりからグラフのカーブの傾斜がきつくなってき
ています。
このグラフでは、いま現在65歳の方が、今から20年間⾧生きできる確率は
50.9%となってしまします。
しかし、これはあくまでも統計的な確率ですから必ずこのようになるとは限りま
せん。

富士宮市の平成30年1月1日付けの年齢別人口データを元に20年間⾧生きできる
確率を当てはめてみますと、次のようになります。
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向かって左に表示されグラフは男性です。 そして、青色に色づけられた棒が
20年間⾧生きできる人となります。

生き死にの話となり、申し訳ありません。 20年間で男性は15,940人減少し男
女を合わせると約30,000人の減少となってしまいます。

しかし、生まれてくる子供もいるので1年間で970人誕生すると仮定すると20年
間で約20,000人の新生児誕生となります。

実質的な20年後の富士宮市の人口減少は約10,000人と予測することができます
。

50年後の人口減少の数値から単純予測した20年後の人口減少数は2万人です
現状の年齢別人口データと出生数から予測した数値は約1万人の人口減少に留ま
ることになります。

未来を正確に予測することは誰にもできません。素人の計算ですが、一つの可能
性として見ることはできると思います。
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参考資料となりますが、富士宮市が発表している統計データの中に出生数が公表
されていましたのでこれをグラフにしてみました。

2015年、3年前となりますが年間の出生数がはじめて1,000人を割ってしまいま
した。

このまま出生数が減少することが無いよう祈るばかりです。
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これまで富士宮市の人口減少について、私見を交えて説明をしてきました。

市も、高齢化と人口減少がもたらす諸課題をあげています。

一つ目は、地域経済の衰退、二つ目は社会保障費の増大とその影響、三つ目に『
地域コミュ二ティの担い手の不足による地域への影響』をあげ、自治会組織への
影響を課題にあげています。
四つ目に税収減少による行政サービスの低下を示唆しています。

今回のわたしの発表のテーマは、『地域コミュ二ティの担い手の不足による地域
への影響』です。

高齢化と人口減少が、自治会組織にどのような影響をおよぼすのかをイメージし
、いまから準備し、対策を立てていくことについて話を進めていきます
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いま、ここにお集まりのみなさんのお年をお聞かせください。

40代の方? 50代の方? 60代の方? 70代の方? 80代の方?

やはり、60代、70代の方が大半ですね?

そこで、60代、70代の方にお尋ねします。 自営業以外で、週三日以上お勤め
をされている方は手を上げてください。

殆どの方が、定年を迎え仕事を離れている状態で、区⾧として自治会活動を行っ
ている訳ですね。

行政サービスの担い手である区⾧の仕事は、定年を迎えた人のお仕事となってし
まっているようです。
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ここからは、わたしたちの地区の将来について考えてみましょう。
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みなさんは、ここに上げた項目についてある程度予測していると思います。

わたしも、青木平の区⾧になり漠然とは考えていましたが、具体的なイメージと
して捉えてはいませんでした。

ちょうど2年前に、班の再編成を行いました。班を構成する世帯数の格差が2.8
倍になっていまい「役の持ち回り」に大きなアンバランスが生じてしまったこと
から班の再編成が必要となってしまいました。

班の数を12班から10班へ再編成した訳です。班の区割りも変更しました。
この班の再編に伴い、会員の住所、生年月日等を再調査しました。

これらのデータをエクセル表にまとめ世帯主の平均年齢を計算したところ
62.5歳という結果がでました。

この結果から、この先、青木平はどうなるのか? 不安が一気に高まった訳です
。
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世帯主の平均年齢62.5歳という結果を踏まえ、青木平の将来 20年後の姿を予
測し、今から準備し、対策を立てていけば最悪は免れると考え、行動を起こしま
した。

ここからは青木平の取り組み、および考え方をみなさんにご紹介させて頂きます
。

なお、この資料は、区⾧を交えた班会議を開催し、説明会で使用した資料となり
ます
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青木平の位置を地図で表しています。

今さら説明することは無いと思いますが、青木平区は富士宮の市街地から離れた
、小高い山の中に有り、チョット隠れ里的な雰囲気を持つ住宅地です。
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青木平区の特徴について５点ほどにまとめてみました。

一つ目は、『歴史が浅い土地』であること。
二つ目は・・・・

青木平の最大の特徴は、いま青木平に住んでいる住人の全てが、他の地域から移
り住んだ転入者であり、移住者であるという点です。

歴史ある富丘地区のみなさんや他の地区のみなさんとはこの点が異なり、『地元
感・故郷』という感覚が極めて薄い地域であると考えています。

青木平で暮らし、生活をしていても、『生まれ故郷、故郷』は別にあるのです。
そのため、住民間の付き合いも薄く、ごく限られた範囲でのコミュニケーション
しか取れないのが現実となっています。
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現在、青木平の全世帯数は389世帯となっています。 区に加入している世帯は
249世帯で、加入率は64.0％となっています。

富丘7区では、2番目の低さとなっています。

また、平成29年の人口と平成30年の人口を比べると世帯数は同じ389世帯であ
るのに人口が16人減少しています。

亡くなられた方や、就職等で子供が転居したことを示しています。そして、
1世帯当りの平均家族数は2.2人となり、１人暮らしの方や、２人暮らしの世帯
が多い事がこの数字から推測する事ができます。
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続いて、世帯主を年齢別に表してみると、圧倒的に６０代が多い事が判ります。

年齢構成では、６０代、７０代が 51%と全体の半数を占め、８０代を加える
と全体の３分の２を占める状態にあることが判ります。
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更に年齢を5歳刻みで表して見ると、向かって左のグラフになります。
65歳が45人と一番多い世代となります。

個人情報保護法の関係上、家族構成及び家族の年齢構成まで把握できていません
。

唯一、正確に分かる249軒の世帯主の年齢を元に調査を行いました

ここでも、前の資料で説明した「第22回完全生命表（2017年公表）」を使い
20年後の青木平の姿を予測して見ました。
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20年後の結果には愕然とします。

20年間で104人の減少です。 減少率は1世帯1人として見た場合、現状の249
人の内、104人の減少となり減少率は42%となります。

最悪、人口減少はもっと加速する可能性があります。高齢になり足腰が弱くなれ
ば、他の地域に住む娘さんや、息子さんの所へ転居してしまうケースも増えてく
ることも想定できます。

このまま、手をこまねいて何もせず、対策を取らなければ、間違いなく、将来は
、過疎の住宅地となってしまう可能性を含んでいます。

このような人口減少を食い止めるには、20年間、毎年6人の入居が必要となるの
です。
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高齢化率についても調べてみました。

現在、249人を対象とした青木平区の高齢化率は46.2%です。

富士宮市全体のデータから見ても青木平区の高齢化率は３6.3%とダントツの状
態です。

平成29年の富士宮市全体の高齢化率は27.7%でした。

そうして、15年後には青木平の高齢化率はピークを迎え。68%と成り。以降、
高齢化率は減少していきます。
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このような人口減少が起きると、どのような変化、影響が出るのでしょうか

自然豊かな青木平。 そして、自然の力は強力です。
人の手が加わらないと、青木平の景観は大きく影響されてしまいます。

空き家がどんどん増える事は容易に想像できます。

空き家が増えれば、この資料の様に、自然の力に埋もれ、雑草だらけの青木平の
姿を目にすることとなります。

また、自治会活動の活力も失われてしまう可能性をも含んでいます。
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そこで、将来、さびれた青木平にならぬよう、今から準備し、活動していくこと
が、極めて大切なことであることに気がつきます。
青木平で生まれた子供たちにとっては、いつになっても青木平は故郷です。
子供たちに、さびれた青木平を見せたくない。
このような気持ちから、将来に向け活動して行くには「こうなって欲しいと思う
青木平区の将来像」を区民共通のものとし、描く必要があります。

そこで「青木平区の将来ビジョン」を掲げました。
将来ビジョンを掲げることにより、区⾧が交代しても目指すべき方向性が継承さ
れ、活動が継続されることになります。
毎年、恒例として行われる行事の位置づけも意味を持つこととなり、区民のコミ
ュニケーション作りの場としてさらなる活用の場として変化していきます。

つまり、ビジョンを描くことで、目標が定まり、目標があれば具体的な活動が生
まれてきます。

何のための活動なのか? なぜその活動が必要なのか? が、明確になり
自治会そのものの役割が大きく変化してくると考えます。
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『青木平区の将来ビジョン』の実現に向けた活動は、区民一人一人ができる範囲
で行動し、実行することからはじまります。
『一声、声掛け活動は、『お元気ですか?』からはじまり、『手伝いましょうか
?』へと進化、発展していくことが大切です。
そのためには重要ことは意識改革であり、風土づくりが必要となります。
人は誰しも「人の世話にはなりたくない。人に迷惑を掛けたくない。』との思い
を強く持っていると思います。
この気持ちが強すぎると、折角差し伸べた人の好意も素直に受けることができな
くなってしまいます。
『少しくらい、人の世話になっても良いんだ』、『少しくらい、人を頼っても良
いんだ』との思いに変えていく必要があります。
人の気持ちの変化は一朝一夕には生まれません。時間がかかるのです。
だから、今から少しづつ気持ちをならしていく必要があると考えています。
また、青木平の公園を「富士宮で一番きれいな公園」にしたいと考えています。
まだ、具体的な活動には至らず、道ははるか彼方です。
二宮地区の道路際の花壇の手入れは素晴らしいと感じています。
どのようにしたら、このような活動が生まれるのか、教えて頂きたいと思ってい
ます。
また、青木平では初めてのチャレンジとなりますが『子供と楽しく遊ぶ日』を創
設し、子供を持つみなさんと企画し区の新たな行事になればとも考えています。
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『一人ひとりが今すぐできること』として、何点か説明いたしましたが、行動、
活動の大原則は「楽しむこと」にあります。

義務感で行う取り組み、活動は決して⾧続きしません。

『一人ひとりが今すぐにできる』ことを楽しみながら実践できたらと考えていま
す。
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『一人ひとりが今すぐにできる』について説明しましたが、自治会としての⾧期
プランが合わせて必要となります。

青木平の高齢化および人口減少に対し、どのような対策を立てるのかが重要課題
の一つとなります。

この課題克服の対策は、『若い世代の入居促進』です。
青木平の強みを整理し、日本全国に情報発信し、青木平の存在を知ってもらう事
にあります。

青木平の強みは、資料に示した4点で、若い世代に『青木平に住んでみたい!』
と感じてもらう環境を維持、向上させる事にあります。
そのためにも、自治会組織の維持、強化は欠かせません。

自治会という組織が存在し、活動していることで現在の青木平の環境が維持され
ている事を忘れてはなりません。

個人では、何もできないのです。
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では具体的にどのような手段で、日本全国に青木平の情報を発信するのか?

インターネットを活用した『青木平区自治会ホームページ』を作成し、全国に青
木平の景観の素晴らしさ、小さなお店の紹介、そして、洒落た一戸建て中古住宅
物件の紹介と、富士宮市への移住、定住補助金制度の紹介などを情報発信するこ
とにしました。

また、このホームページは記事の更新や、青木平の行事などを紹介する編集員を
募集し、区内外に向けた広報活動を計画しています。
このような活動を通して、コミュニケーションの輪が広がることを期待していま
す。

幸い、青木平にはホームページ作成のプロが居ますので、スマホで表示できるホ
ームページの作成をお願いしました。
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この資料は、青木平区自治会ホームページです。

スマホに『aokidaira.com』とインプットするか、「青木平区自治会ホームペー
ジ」とインプットし、検索いただければ、見ることができます。

また、富士宮市の企画情報戦略課の地域政策推進室のみなさまの協力を頂き『稲
子』、『猪之頭』地区と同じフォームに『青木平区自治会ホームページ』のリン
クを張らせてもらうこととなりました。
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青木平区の最重要課題の一つが高齢者の孤立化の防止で有り、孤独死をいかに防
止するかにあります。

一声、声かけ行動の推進を図ると同時に、「手伝って!助けて!」と言える、共
に支え合う風土作りです。

そのためにも、高齢者への見守り活動として、民生委員と共に、町内会⾧、区⾧
が訪問活動に同行する取組を始めました。

年3～4回の頻度で、民生委員に同行し、高齢者が何に困っているのか?につい
て生の声を聞くようにしました。

青木平は坂が多い住宅地です。生活道路を結ぶ階段も数多くあります。この同行
訪問で気が付いた事は、100段階段と言われる階段の利用率が非常に高いことが
判りました。
バスを利用するため、この100段階段を利用せざるを得ないということでした。
しかし、この階段には手すりが無いことから、安全対策の一環として、道路課に
お願いし、今年中には手すりを設置してもらえる事となりました。
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また、民生委員の協力により、高齢者世帯マップを作成してみました。

1人暮らしの高齢者世帯の数や、高齢者2人世帯の数を調べ、色分けしたもので
す。

民生委員が定期的に訪問している高齢者世帯および、訪問が必要ない元気な高齢
者世帯の数は、189軒にのぼります。

その189軒の内、一人住まいの世帯は28軒、高齢者二人住まいの世帯は37軒
空き家は既に30軒あることが判りました。

一人世帯や二人世帯は将来空き家となる可能性があるのです。その数は、現在空
き家となっている30軒と合わせると95軒となってしまします。

20年後には104人の人口減少が予測されるのと同時に、100軒近い数の空き家が
生まれる可能性が見えてきました。
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自治会として頭を抱えている問題は、本来、地域弱者と言われる高齢者の退会が
増えていることにあります。
『役の持ち回り」に対する負担や、班に迷惑を掛けたくない思いから退会するケ
ースも目立っています。
自治会として守らなくてはならない高齢者が区に残れるような制度の変更も大切
とは思いますが、肝心の班員そのものの包容力が大きく影響しているように思わ
れます。
『役回りを変わってやる』気持ちと、高齢者が多く、役の周りが速くなり不公平
と感じる思いが交錯しているようにも感じられます。
自治会加入そのものが負担に感じ、加入のメリットを見いだせないでいる方も増
えていることも事実です。

仕事を持つ中で社会貢献や地域貢献活動を地道に行っても、企業内では全く評価
されることはありません。
中学校ですら、社会貢献、地域貢献としてのボランティア活動は内申書のへの評
価として反映されています。
高齢化や人口減少が進行する中、富士宮市内の企業であれば、企業市民として更
なる地域貢献を果たしていく社会的な役割の一端を担う時期にさしかかってきて
いるものと考えます。
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青木平では、他の地域と比べると人と人とのつながりが薄いと感じられます

自治会主体の行事だけでは、人と人とのコミュニケーションの輪は広がりません
。

サークル作りを呼びかけ、かつ今年度の自治会方針として掲げました。

補助金制度をルール化し、人の輪作りにチャレンジしています。
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説明なし
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高齢化や人口減少などの大きな課題には、自治会だけの力では前進できません。

富士宮市と、自治会組織がスクラムを組んで取り組んで行くことが極めて大切で
あると考えています。
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資料の通り 説明なし
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ここに示した行政課題を進める大前提は、富士宮市役所が率先して制度改革を進
めることが重要です。

市の職員は日々、住民サービスを業務とし仕事をしているわけです。住民サービ
スは仕事であり、当たり前のことです。
だけど仕事から離れ一人の地域住民として地域活動に積極的に関わり、地域貢献
を実践している方も多数いることも事実です。

このような、仕事を離れ、かつ地域貢献をされている方を評価する制度を富士宮
市自らが導入することで富士宮市の企業に対し規範を示すことができるものと考
えます。

高齢化が進む中で地域貢献や社会奉仕はますます重要な課題となってきます
そして、人の意識に最も影響を与えるものは教育です。
地域貢献、社会奉仕に対する教育は学校だけのものではありません。企業内社員
教育の重要な要素にもなりえると考えます。
企業の力を借り、人材育成を目的とした社員教育の項目に地域貢献、社会奉仕の
教育を盛り込んで頂くことで新たな展開が開けるかもしれません。
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自治会ITネットワークを構築し、自治会同士が連携し、情報発信できるインフラ
整備が必要と考えています。
情報発信のインフラ整備が進めば、富士宮市の良さを更にアピールできる情報発
信網が形成されることになります。

富士宮市の良さは、観光名所だけでは無く、地域に暮らす人々の輪や、生活環境
など、地区単位でその良さを全国発信する事がでるようになります。
また、これらのインフラを使いこなす若手の活躍の場を提供する事にもなります
。年配者と若手が力を合わせ、従来にない自治会活動が展開できるかもしれませ
ん。

いまや地方は都会から人を呼び込む「人取り合戦」の時代となっています。
きっと地方から都会へ発信する情報量の差によってその結果が左右されると信じ
て疑いません。

今や情報の時代です。 富士宮市の魅力や良さを最大限アピールし、更に活気あ
る富士宮市にしていきましょう。
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そして、最後に 結びとして 今すぐなすべき事は

『富士宮市と自治会代表者、事業者による将来を見据え、⾧期的な視点で話あう
『自治会あり方検討会』の開催が必要と考えます。

ご検討の程、よろしくお願い致します。
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